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1　緒　　　　　　昌

日本短角種の筋肉中の脂肪含量は黒毛和種のそれと比較

して少なく2），肉質の評価を低める一一因となっている。し

かしその脂肪そのものの質についての品種間差は，同一条

件下での比較がはとんど行われていないため，明らかとなっ

ていない。そこで，これを明らかにするため，品種比較試

験に用いた供試牛の脂質性状を調査した。

2　材料及び方法

表1に示すとおり，肥育終了時月齢をほぼ同一とした日

本短角種23頑と黒毛和種19頑を供試した。両品種ともに同

一飼養方法によったが，体重には30中程度の差がみられ，

それぞれの品種の成熟体重の差異が反映していた。

表1　供式年の概要

品　　　　 種 日本 短角 種 黒　 毛　 和　 種

頭　　 数 （頭） 23 19
月　　 齢 （月） 23．5 土 1．45 23．8 土2．44

体　　 重 （匂） 592 ±33．3 562 ±30．8

注．平均値士SD

以上42頑の枝肉から，第8胸椎部分の僧帽筋の上に位置

する皮下脂肪及び腎臓周囲脂肪を採取し．クロロホルム：

メタノール（2：1）で総脂質の抽出を行った。これから

シリカゲルによってリン脂質を除去し，中性脂質について

塩酸・メタノールによるメチルエステル化の後，ガスクロ

マトグラフ（島津GC－RIA）を用いて脂肪酸組成の測

定を行った。カラムとしては，長さ2．1れ・内径2．6mの

ガラス管にDiasolid Z F（80－100mesh一日本クロマ

ト工業製）を充填したものを使用した。

3　結果及び考蕪

川　品種間差

各脂肪組織における脂肪酸組成の品種間差は表2に示し

た。皮下脂肪及び腎臓周囲脂肪いずれにおいても，各脂肪

酸割合には，品種間に統計的な有意差が認められなかった。

しかし，C18：1をはじめとする全不飽和脂肪酸割合は，

日本短角種よりも黒毛和種の方が若干高い値となる傾向を

示した。そして，腎腋周囲脂肪におけるC18：1／C18：0

の比率には，5％水準の有意差が認められた。すなわち，

本試験のように月齢を同一にした場合，脂肪酸組成におけ

蓑2　日本短角種と黒毛和種の枝肉脂肪の脂肪酸組成（射

部　　 位 皮　　 下　　 脂　　 肪 腎 周　 囲　 脂　 肪

品　　 種 日本短 角 棒　　　 黒 毛 和 種　　 品種 間 差 日本 短角樽 黒 毛 和 種　　 品種 間 差

C 16 ：0 2 5．1 士 3．6 4　　　 2 5．4 士 2．3 0　　　　 n s 2 5．5 ± 4．2 2 2 4．3 士 2．8 4 n s

2．3 土 0．4 6 n s

2 6．7 土 4．2 3 n s

3 8．9 士 5．0 7 A

4 5．4 土 6．0 3 A

1．5 1 ± 0．4 0 ＊

C 16 ：1 6．3 土 1．5 9　　　　 6．7 土 1，0 2　　　　 n s 2．4 土 0．5 1

C 18 ：0 1 0．0 士 2．3 4　　　　 8．8 土 1．8 9　　　　 A 28．1 士 3．10

C 18 ：1 4 9．2 ± 5．56　　　 4 9．3 士 2．6 7　　　　 n s 36．1 ± 4．1 2

U S 6 1．1 ± 4．0 1　　　 6 1．7 士 3．5 4　　　　 n s 4 2．5 士 4．1 0
1 8 ：1／18 ：0 5 ．2 0 士 1，36　　　 5．8 7 ± 1．4 2　　　　 n s 1．3 0 ± 0．2 3

注．ns：p〉．10，△：p（．10，＊：p〈．05　　平均値士SD
C炭素数：不飽和結合の数　　US＝全不飽和脂肪酸割合

る品種間差は．一般的に考えられているほどには大きくな

く，C18：l／C18：0の比率が，両品種間の脂肪酸組成

の差を強調するものとして考えることができた。

肥育期間の延長は不飽和脂肪酸割合を増加させるといわ

れていることから，市場における日本短角棒と黒毛和種と

の比較では，黒毛和種の方がより長期間の仕上げが行われ

ているために，不飽和脂肪酸割合は高いものと考えられる。

実際に同一体重で比較した場合．黒毛和種の脂肪が日本短

角種のものよりも不飽和脂肪酸割合が高いと報告されてい

るり。この報告では，両品種の成熟体重が異なることから，

異なった肥育ステージの比較になったものと思われ，実際

に仕上げ月齢は黒毛和種の方が5か月齢はど高かった。

（2）部位間差

皮下脂肪と腎臓周囲脂肪の部位間における脂肪酸組成の

違いについては，C16：0を除き，いずれも統計的に有意

となった。全供試牛42頑について，皮下脂肪と腎臓周酬脂

肪の全不飽和脂肪酸割合と各脂肪酸割合との関係を図1に

示した。飽和脂肪酸であるC16：0及びC18：0ほ，全不
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飽和脂肪酸割合との間に，皮下脂肪と腎臓周酬旨肪いずれ

においても，負の相関が認められた。C16：1は，全不飽

和脂肪酸割合との問に相関が認められず，皮下脂肪で3～

11％に．腎臓周囲脂肪で1－4％にそれぞれ分布した。と
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ころがC18：1と全不飽和脂肪酸割合との間には，皮下脂

肪，腎臓周囲脂肪いずれも高い正の相関が認められた。皮

下脂肪は腎臓周囲脂肪と比べて，同等な全不飽和脂肪酸割

合の場合にはC16：1が高く，全不飽和脂肪酸割合に占め
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図1全不飽和脂肪酸割合と各脂肪酸との関係

るC16：1の比率が高いことが明らかとなった。

ほ〉　部位間の推定

脂肪酸組成における個体差，すなわちデータのばらつき

の大きさが部位によって異なるか否かについて，豚では皮

下脂肪の方が腎臓周囲脂肪と比べて変動が大きく，個体ご

との差異を検討するには都合が良いといわれている。しか

し本試験の結果からは必ずしもそのような傾向は認められ

なかった。

生体におけるバイオプシーで体内の脂肪酸組成を調査す

る場合は，皮下脂肪を採取することとなる。一方枝肉となっ
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図2　全不飽和脂肪酸割合の相関図

た後にその脂質性状を検討するためには，試料採取が比較

的容易な腎臓周囲脂肪を用いることが考えられる。図2は，

腎臓周囲脂肪と皮下脂肪の全不飽和脂肪酸割合を，全供試

牛42頑について作図したものである。両者の相関係数は

0．654となり，1％水準で有意となった。ちなみに1次回

帰式は，Y：皮下脂肪の全不飽和脂肪酸割合（％）；Ⅹ：

腎臓周囲脂肪の全不飽和脂肪酸割合（％）として．Y＝

40．55＋0．48Ⅹ及びⅩ＝－11．47＋0．90Yとなった。

（4）まとめ

枝肉脂肪の脂肪組成における日本短角種と黒毛和種の

品種間差は，同一月齢で比較した場合，一般的に報告され

ているほどの大きな差は認められない。

C18：1／C18：0の比率は，品種間差を強調するもの

と考えられる。

脂肪の質は皮下脂肪と腎臓周囲脂肪との間で大きく異な

るが．両者の間に相関が認められ，互いに推定可能である。
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